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本
と
も
類
似
す
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
見
て
き
た
。
ま
た
独
立
異
文
の
も
の
で
も
『
万
葉
集

抄
』
の
親
本
に
そ
の
原
因
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　
万
葉
集
の
写
本
は
当
然
現
存
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
散
佚
し
た
も
の
も
あ
り
、『
万
葉
集

抄
』
所
収
の
歌
に
つ
い
て
、現
存
古
写
本
と
の
比
較
だ
け
で
検
討
す
る
こ
と
は
限
界
が
あ
る
。

し
か
し
仙
覚
以
前
の
注
釈
書
で
あ
る
『
万
葉
集
抄
』
の
存
在
は
貴
重
で
あ
り
、
現
存
し
な
い

万
葉
集
古
写
本
の
本
文
の
姿
を
探
る
手
が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
注

（
１
）	

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
万
葉
集
抄
に
つ
い
て
は
佐
佐
木
信
綱
『
秘
府
本
万
葉
集
抄
』

（
一
九
二
六
年
七
月
、
古
今
書
院
）
に
よ
っ
て
紹
介
が
な
さ
れ
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

蔵
の
も
の
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
三
十
九
巻
『
金
沢
文
庫
本
万
葉
集	

巻
第
十
八	

中
世
万
葉
学
』（
一
九
九
四
年
十
月
、
朝
日
新
聞
社
）
が
あ
る
。
竹
下
豊
の
解
題
が
詳

し
い
。

　
　	

　
そ
の
他
、『
万
葉
集
抄
』
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
、
藤
平
泉
「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

「
万
葉
集
抄
」
に
つ
い
て
」（「
古
典
論
叢
」
第
十
八
号
、
一
九
八
七
年
八
月
）、
浅
田

徹
「
秘
府
本
万
葉
集
抄
に
つ
い
て
」（「
和
歌
文
学
研
究
」
第
五
十
九
号
、
一
九
八
九
年

十
一
月
）、後
藤
祥
子
「『
秘
府
本
万
葉
集
抄
』
の
作
者
」（「
国
文
目
白
」
第
二
十
五
号
、

一
九
八
六
年
二
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
２
）	

拙
稿
「
万
葉
集
抄
の
本
文
に
つ
い
て
」
奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
第

四
十
四
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
。

（
３
）
古
写
本
の
確
認
と
し
て
、
以
下
の
本
を
参
照
し
た
。

　
　「
藍
紙
本
万
葉
集
」
日
本
名
筆
選
18

　
一
九
九
四
年
二
月
、
二
玄
社
。

　
　「
元
暦
校
本
万
葉
集
」
第
一
～
四
冊

　
一
九
八
六
年
六
月
、
勉
誠
社
。

　

　
　「
類
聚
古
集
」
縮
刷
新
版
、
一
九
九
二
年
七
月
、
臨
川
書
店
。

（
４
）	
万
葉
集
の
「
意
改
」
に
つ
い
て
は
「
万
葉
集
写
本
の
意
改
」（『
文
学
』
第
四
十
二
巻

　
　
二
号
、
一
九
八
〇
年
二
月
）
を
は
じ
め
と
す
る
木
下
正
俊
の
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　	

　
ま
た
竹
下
豊
も
『
万
葉
集
抄
』
に
お
い
て
、
意
図
的
な
改
変
の
あ
る
こ
と
を
「
平
安

後
期
の
万
葉
研
究
―
『
万
葉
集
抄
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
講
座

　
平
安
文
学
論
究

　
第

十
輯
』
一
九
九
四
年
十
二
月
、
風
間
書
房
）
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
。

（
５
）
注
（
４
）
竹
下
論
文
、
三
九
頁
、
四
〇
頁
。

の
第
三
句
は
他
の
諸
本
が
「
モ
カ
リ
フ
ネ
」
と
訓
ん
で
い
る
の
に
対
し
、『
万
葉
集
抄
』
だ

け
が
こ
の
よ
う
な
訓
に
な
っ
て
い
る
。「
海
藻
」
の
二
文
字
で
「
モ
」
と
訓
む
こ
と
に
気
付

か
ず
、
本
文
に
引
か
れ
て
「
ウ
ミ
モ
」
の
訓
を
付
し
た
と
考
え
ら
れ
る
例
で
あ
る
。

　
ま
た
、
第
四
句
か
ら
五
句
に
つ
い
て
も
諸
本
「
ア
マ
コ
キ
イ
ツ
ラ
シ
」（
古
葉
略
類
聚
鈔

の
み
「
ア
マ
コ
キ
イ
テ
ゝ
ミ
レ
ハ
」）
と
あ
る
中
、「
ア
マ
コ
キ
イ
テ
ゝ
ツ
ラ
ハ
カ
ケ
ル
ミ
ユ
」

と
あ
る
の
が
不
審
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
元
暦
校
本
の
訓
を
見
て
み
る
と
「
こ
き
い
つ
ら

し
」
の
箇
所
、

の
よ
う
に
「
つ
ら
」
の
部
分
が
「
天
（
て
）」
の
草
体
と
似
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
「
い
て
ゝ
」

の
訓
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
竹
下
豊
は
『
万
葉
集
抄
』
所
収
の
歌
の
中
に
、
巻
二
十
の
四
三
三
二
番
歌
と
四
三
三
三
番

歌
が
融
合
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
目
移
り
に
よ
る
と
思
し
き
融
合
の

原
因
と
し
て
、「『
万
葉
集
』
―
そ
の
本
文
の
正
確
さ
に
は
疑
問
も
あ
る
が
―
を
傍
ら
に
置
い

て
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
」と
述
べ
、ま
た
二
首
融
合
の
現
象
は
、『
万

葉
集
抄
』
の
依
拠
し
た
『
万
葉
集
』
が
「
片
仮
名
傍
訓
の
体
裁
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
」
と
指
摘
し
て
い
る

（
５
）。

　『
万
葉
集
抄
』
の
親
本
が
片
仮
名
傍
訓
で
あ
っ
た
に
し
ろ
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
訓
の
独

立
異
文
が
も
と
も
と
は
平
仮
名
別
提
の
も
の
を
参
照
し
て
お
り
、
そ
の
く
ず
し
字
の
判
読
を

間
違
っ
た
た
め
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
は
推

測
の
域
を
出
な
い
た
め
、
今
の
段
階
で
は
、
万
葉
集
抄
独
自
の
訓
で
あ
っ
て
も
、
意
図
的
な

改
変
の
み
で
は
な
く
、
当
時
の
書
体
等
に
よ
る
何
ら
か
の
原
因
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
場
合
の

あ
る
こ
と
を
述
べ
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

　
　
　
　
　
六
　
結
び

　
以
上
、『
万
葉
集
抄
』
の
巻
六
か
ら
巻
九
ま
で
の
本
文
に
つ
い
て
検
討
し
、
元
暦
校
本
や

藍
紙
本
と
は
や
や
系
統
を
異
に
し
、
類
聚
古
集
、
広
瀬
本
、
ま
た
伝
壬
生
隆
祐
筆
本
や
近
衛
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鶴見俊輔と戦後民主主義の視点
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と
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一

　
太
平
洋
戦
争
後
の
日
本
社
会
を
様
々
な
批
判
的
視
点
か
ら
見
届
け
、
発
言
を
続
け
て
き
た

哲
学
者
鶴
見
俊
輔
の
思
想
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
戦
後
日
本
社
会
の
本
質
的

側
面
に
迫
る
事
業
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
鶴
見
の
思
想
は
そ
れ
く
ら
い
の
意
義
を
持
っ
て
い
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
同
時
に
そ
の
事
業
は
、
現
在
に
お
い
て
も
な
お
解
決

さ
れ
る
べ
き
課
題
が
多
々
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
確
認
を
含
ん
で
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て

言
え
ば
、
鶴
見
の
思
想
に
対
す
る
評
価
は
、
現
在
の
政
治
過
程
と
通
底
す
る
議
論
と
な
る
。

そ
し
て
そ
の
中
心
的
な
問
題
点
の
一
つ
が
戦
後
民
主
主
義
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
問
題
で
あ

り
、こ
れ
と
関
連
す
る
戦
争
責
任
の
問
題
で
あ
る
こ
と
は
大
方
の
確
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
小
論
は
こ
こ
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
一
部
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
主
た
る
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
、
鶴
見
と
作
家
上
坂
冬
子
と
の
対

話
、『
対
論
・
異
色
昭
和
史
』
①
そ
の
他
で
あ
る
。
け
だ
し
上
坂
が
、
鶴
見
と
は
対
極
の
立

場
を
取
る
発
言
を
し
て
き
た
保
守
的
傾
向
を
持
つ
作
家
で
あ
っ
た
が
、
ま
た
そ
の
反
面
、
生

活
実
感
か
ら
す
る
比
較
的
素
朴
な
主
張
が
数
多
く
あ
り
、
そ
こ
に
鶴
見
の
言
う
日
常
の
視
点

と
は
通
じ
る
も
の
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
同
時
に
上
坂
が
、
方
向
の
異
な
る
日

常
の
視
点
を
も
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
両
者
の
会
話
自
体
が
興
味
深
い
も
の
で

あ
る
と
と
も
に
、
相
互
の
立
場
の
違
い
が
鶴
見
の
思
想
の
特
徴
を
よ
り
深
く
印
象
付
け
る
こ

と
に
な
る
。
さ
ら
に
上
坂
が
、
そ
の
作
家
と
し
て
の
出
発
点
に
お
い
て
『
思
想
の
科
学
』
に

よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
ま
た
、
こ
れ
ら
両
者
の
比
較
の
焦
点
と
な
る
。
も
っ
と

も
上
坂
が
こ
の
対
話
の
直
後
に
死
去
し
、
両
者
の
こ
れ
以
上
の
対
話
の
展
開
を
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
は
残
念
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
時
点
で
の
両
者
の
意
見
の
対
立
は
、
現
在

の
日
本
社
会
の
民
主
主
義
を
見
る
目
と
し
て
重
要
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
二

　
さ
て
両
者
の
対
話
は
、
太
平
洋
戦
争
の
戦
時
下
、
そ
し
て
戦
後
の
時
代
と
続
き
、
現
時
点

に
お
い
て
戦
後
日
本
を
あ
ら
た
め
て
問
う
地
点
ま
で
進
む
。
そ
し
て
そ
の
際
に
ま
ず
考
慮
に

入
れ
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
両
者
は
共
に
日
常
生
活
者
の
視
点
、
生
活
実
感
か
ら
出
発
し
て

も
、
そ
の
行
き
先
が
異
な
る
場
合
が
多
々
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
鶴
見
は

熟
知
し
て
お
り
、
既
に
か
な
り
古
い
時
代
に
花
森
安
治
の
『
一
　
五
厘
の
旗
』
に
寄
せ
て
、

䇳
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次
点
本
の
う
ち
藍
紙
本
以
下
「
鴈
」
の
字
を
欠
く
の
に
対
し
、
伝
壬
生
隆
祐
筆
本
や
紀
州

本
、
金
沢
文
庫
本
が
『
万
葉
集
抄
』
と
一
致
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、類
聚
古
集
な
ど
の
次
点
本
と
一
見
異
な
る
本
文
に
思
わ
れ
る
場
合
で
も
、

他
の
次
点
本
あ
る
い
は
江
戸
時
代
の
写
本（
お
そ
ら
く
次
点
本
の
本
文
が
残
っ
て
い
る
も
の
）

と
一
致
し
て
お
り
、
現
存
し
な
い
次
点
本
の
存
在
を
想
定
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
四
　
独
立
異
文
の
例

　
で
は
次
に
、
独
立
異
文
の
例
を
挙
げ
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

　
⑮
物モ
ノ
ゝ
フ
ノ

部
乃
石イ
ハ
セ
ノ
モ
リ
ノ

瀬
乃
杜
乃
霍ホ
ト
ゝ
キ
ス
イ
マ
モ
ナ
カ
ナ
ン

鶯
今
毛
鳴
奴
山
之ノ
ト
カ
ケ
ニ

常
影
尓

　（
８
・
一
四
七
〇
）

　
他
の
写
本
は
第
三
句
「
霍
公
鳥
」
と
書
き
、
類
聚
古
集
は
「
鳥
」
の
字
を
脱
す
る
。
し
か

し
校
本
万
葉
集
や
活
字
に
翻
刻
さ
れ
た
も
の
だ
け
を
見
て
い
る
と
気
付
き
に
く
い
こ
と
で
あ

る
が
、「
霍
公
鳥
」
の
当
時
の
書
体
と
し
て
「
公
鳥
」
の
二
文
字
を
融
合
さ
せ
た
よ
う
な
表

記
が
あ
り
、
例
え
ば
類
聚
古
集
の
当
該
歌
の
前
の
部
分
、
一
四
六
六
番
歌
か
ら
一
四
六
九
番

歌
に
か
け
て
「
霍
鶯
」
に
近
い
も
の
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
先
ほ
ど
④
の
例
と
し
て
取
り
上
げ

た
巻
九
の
一
七
五
六
番
歌
も
、
諸
本
が
「
霍
公
鳥
」
と
す
る
中
、『
万
葉
集
抄
』
は
「
霍
鶯
」

と
し
て
お
り
、類
聚
古
集
も
「
公
」
と
「
鳥
」
が
融
合
し
た
書
体
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
『
万

葉
集
抄
』
筆
写
者
の
書
き
癖
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
次
に
先
ほ
ど
②
で
訓
の
異
同
を
取
り
上
げ
た
、

　
⑯
山ヤ
マ
ト
ニ
ハ

跡
庭
聞キ
コ
エ
モ
ユ
ク
カ

往
歟
大オ
ホ
カ
ノ
ゝ

我
野
乃
竹タ
カ
ハ
カ
リ
シ
キ

葉
苅
敷
廬イ
ホ
リ
ア
ル
ト
ハ

為
有
跡
者

　（
９
・
一
六
七
七
）

　
第
三
句
の
「
乃
」
字
、
諸
本
全
て
「
之
」
に
作
り
、『
万
葉
集
抄
』
の
独
立
異
文
で
あ
る
。

特
に
訓
に
影
響
す
る
も
の
で
も
な
く
、
こ
の
種
の
意
改

（
４
）

と
思
わ
れ
る
例
は
他
に
も
見
ら

れ
る
。

　
⑰
朝ア
サ
ヒ
ラ
キ開

搒コ
キ
イ
テ
ゝ

出
而
我ワ
レ
ハ者

湯ユ
ラ
サ
キ
ニ

羅
前
釣ツ
リ
ス
ル
ア
マ
ヲ

為
海
人
乎
見ミ
テ
カ
ヘ
リ
コ
ム

而
反
将
来

　（
９
・
一
六
七
〇
）

　
こ
の
第
五
句
の
「
而
」
は
諸
本
に
な
く
、
ま
た
訓
は
、

写
本
と
一
致
す
る
も
の
は
多
い
。
以
下
、
そ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
⑪
吾ワ
カ
コ
ゝ
ロ情

湯ユ
タ
ノ
タ
ユ
タ
マ
ウ
キ
ヌ
レ
ハ

谷
浮
蓴
邊ヘ

ニ

モ
尓
毛
奥オ
キ
ニ
モ

尓
毛
依ヨ
リ
ヤ
カ
ネ
マ
シ

勝
益
士

　（
７
・
一
三
五
二
）

　
　
　
　
湯
谷
絶
谷

　
　
　
元
類
紀

　
　
　
　
湯
谷
絶
・

　
　
　
古

　
　
　
　
湯
谷
・
・

　
　
　
広

と
元
暦
校
本
、
類
聚
古
集
は
「
絶
谷
」
の
文
字
が
あ
る
が
、『
万
葉
集
抄
』
は
こ
の
二
文
字

を
欠
く
。
し
か
し
な
が
ら
広
瀬
本
と
は
同
じ
本
文
と
な
る
。
ま
た
古
葉
略
類
聚
鈔
と
の
関
連

も
考
え
ら
れ
る
。

　
⑫
真マ
キ
ノ
ウ
ヘ
ニ

木
乃
於
上
零
置フ
リ
ヲ
ケ
ル
ユ
キ
ノ
シ
ク
ゝ
ゝ
モ
オ
モ
ホ
ユ
ル
カ
モ

有
雪
乃
敷
布
毛
所
念
可
聞
佐サ
ヨ
ノ
ワ
カ
セ
コ

夜
問
吾
背

　（
８
・
一
六
五
九
）

　
　
　
　
　
於
尓

　
　
　
類
紀
広
宮
細
西

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
於
上

　
　
　
近
矢
京

　
多
く
の
写
本
が
「
於
尓
」
と
し
て
い
る
中
、
近
衛
本
、
ま
た
大
矢
本
や
京
都
大
学
本
と
一

致
し
て
い
る
。
近
衛
本
以
下
は
仙
覚
本
の
中
で
も
「
文
永
本
系
」
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
と
一
致
す
る
の
は
興
味
深
い
。
他
に
も
近
衛
本
と
一
致
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。

　
⑬
三ミ
ツ
カ
ハ
ノ

河
之
渕フ
チ
セ
モ
オ
シ
ス

瀬
物
不
落
左サ
テ
サ
ス
ニ

提
刺
尓
衣コ
ロ
モ
ヌ
レ
テ
ホ
ス

潮
干
児コ
ハ
ナ
シ
ニ

波
無
尓

　（
９
・
一
七
一
七
）

　
　
　
川

　
　
　
藍
壬
類
古
紀
広
文
西
陽
矢
京

　
　
　
河

　
　
　
宮
細
近
古

　
多
く
の
写
本
が
「
川
」
字
を
採
る
中
、
近
衛
本
や
古
葉
略
類
聚
鈔
と
一
致
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
近
衛
本
に
散
佚
し
た
古
写
本
の
本
文
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
可

能
性
も
あ
る
。

　
⑭
金ア
キ
カ
セ
ニ風

山ヤ
マ
フ
キ
ノ
セ
ノ

吹
瀬
乃
響ヒ
ゝ
ク
ナ
ヘ
ニ苗

天ア
マ
ク
モ
カ
ケ
ル
カ
リ
ア
ヘ
ル
カ
モ

雲
翔
鴈
相
鴨

　（
９
・
一
七
〇
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
相
鴨

　
　
　
　
藍
類
古
春
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴈
相
鴨

　
　
　
　
壬
紀
文
宮
細
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よ
う
に
も
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
⑳
泊ハ
ツ
セ
メ
ノ

瀬
女
造ツ
ク
ル木

綿ユ
フ
ハ
ナ
ミ
ヨ
シ
ノ
ゝ
タ
キ
ノ

花
三
吉
野
瀧
乃
水ミ
ナ
ハ
ニ
サ
キ
タ
ゝ
ラ
ス
ヤ

沫
開
来
受
屋

　（
６
・
九
一
二
）

　
こ
の
第
五
句
の
訓
、

　
　
さ
き
に
け
ら
す
や

　
　
　
元

　
　
さ
き
ゝ
た
ら
す
や

　
　
　
類

　
　
サ
キ
ヌ
ケ
ラ
ス
ヤ

　
　
　
紀

　
　
サ
キ
キ
タ
ラ
ス
ヤ

　
　
　
古
宮
細

と
な
っ
て
お
り
、『
万
葉
集
抄
』
の
訓
は
独
立
異
文
と
な
る
。
し
か
し
、
類
聚
古
集
の
訓
を

見
る
と
、

と
「
ゝ
た
」
の
草
体
部
分
が
「
多
」
の
草
体

（
伊
地
知
鉄
男
編
「
仮
名
変
体
集
」
昭
和
六
〇
年
四
月
一
日
改
訂
11
版

　
新
典
社
）

と
極
め
て
類
似
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
「
タ
ゝ
ラ
ス
ヤ
」
の
訓
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
可
能
性

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
単
な
る
前
後
の
目
移
り
と
も
考
え
ら
れ
、西
本
願
寺
本
も「
サ

キ
タ
タ
ラ
ス
ヤ
」
と
あ
り
、
二
文
字
目
の
「
タ
」
を
「
キ
」
と
訂
正
し
て
い
る
が
、
く
ず
し

字
か
ら
の
誤
写
と
い
う
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。
他
に
も
例
え
ば
、

　
㉑
礒イ
ソ
ニ
タ
チ立

奥オ
キ
ヘ
ヲ
ミ
レ
ハ

辺
乎
見
者
海
ウ
ミ
モ
カ
リ
フ
ネ
ア
マ
コ
キ
イ
テ
ゝ
ツ
ラ
ハ
カ
ケ
ル
ミ
ユ

藻
苅
舟
海
人
搒
出
見
之
鴨
翔
所
見

　（
７
・
一
二
二
七
）

　
　
み
に
か
へ
り
こ
む

　
　
　
藍
類

　
　
み
て
か
へ
り
こ
む

　
　
　
壬

　
　
み
て
か
へ
り
こ
む

　
　
　
文

　
　
ミ
ニ
カ
ヘ
リ
コ
□

　
　
　
古

　
　
ミ
ニ
カ
ヘ
リ
コ
ム

　
　
　
紀

　
　
ミ
テ
カ
ヘ
リ
コ
ム

　
　
　
宮
細
西

と
、
藍
紙
本
や
類
聚
古
集
で
は
な
く
伝
壬
生
隆
祐
筆
本
や
金
沢
文
庫
本
と
一
致
す
る
こ
と
も

注
目
さ
れ
る
が
、
と
に
か
く
こ
の
「
而
」
字
が
訓
に
引
か
れ
た
意
改
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
そ
の
他
、

　
⑱
朝ア
サ
ナ
キ
ニ

名
寸
梶カ
チ
ヲ
ト
キ
コ
ユ

音
所
聞
三ミ
ケ
ツ
ク
ニ

食
津
国
野ノ
シ
マ
ノ
ア
マ
ノ

嶋
乃
海
乃
舩
フ
ネ
ニ
ア
ル
ラ
シ

二
四
有
良
信

　（
６
・
九
三
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　	
海
子
・

　
　
　
元
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　	
海
○子

乃
　
　
　
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　	

海
子
乃

　
　
　
古
近
宮
細

　
大
矢
本
は
「
乃
舩
」
の
二
字
を
脱
し
、
左
に
記
す
。
ま
た
紀
州
本
が
「
子
」
の
字
を
後
で

補
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
箇
所
、
親
本
に
何
ら
か
の
原
因
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
五
　
訓
に
つ
い
て

　
訓
に
つ
い
て
も
『
万
葉
集
抄
』
の
独
立
異
文
の
箇
所
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

　
⑮
で
歌
本
文
を
取
り
上
げ
た
例
、

　
⑲
物モ
ノ
ゝ
フ
ノ

部
乃
石イ
ハ
セ
ノ
モ
リ
ノ

瀬
乃
杜
乃
霍ホ
ト
ゝ
キ
ス
イ
マ
モ
ナ
カ
ナ
ン

鶯
今
毛
鳴
奴
山
之ノ
ト
カ
ケ
ニ

常
影
尓

　（
８
・
一
四
七
〇
）

　　
第
四
句
の
訓
は
諸
本
、
ま
た
『
袖
中
抄
』
に
も
「
イ
マ
モ
ナ
カ
ヌ
カ
」
と
あ
る
。「
未
然

形
＋
ヌ
カ
」
で
「
～
し
て
く
れ
な
い
か
」
と
い
う
希
求
表
現
と
な
る
が
、
上
代
特
有
の
も
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
『
和
歌
童
蒙
抄
』
に
は
「
イ
マ
モ
ナ
カ
ナ
ム
」
と
『
万
葉
集
抄
』
と
同

じ
訓
に
な
っ
て
い
る
。
希
求
を
表
す
終
助
詞
と
し
て
中
古
以
降
よ
く
用
い
ら
れ
た
「
ナ
ム
」

に
置
き
か
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
『
万
葉
集
抄
』
成
立
当
時
、
こ
の
歌
が
そ
の

万葉集抄の本文について（二）
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次
点
本
の
う
ち
藍
紙
本
以
下
「
鴈
」
の
字
を
欠
く
の
に
対
し
、
伝
壬
生
隆
祐
筆
本
や
紀
州

本
、
金
沢
文
庫
本
が
『
万
葉
集
抄
』
と
一
致
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、類
聚
古
集
な
ど
の
次
点
本
と
一
見
異
な
る
本
文
に
思
わ
れ
る
場
合
で
も
、

他
の
次
点
本
あ
る
い
は
江
戸
時
代
の
写
本（
お
そ
ら
く
次
点
本
の
本
文
が
残
っ
て
い
る
も
の
）

と
一
致
し
て
お
り
、
現
存
し
な
い
次
点
本
の
存
在
を
想
定
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
四
　
独
立
異
文
の
例

　
で
は
次
に
、
独
立
異
文
の
例
を
挙
げ
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

　
⑮
物モ
ノ
ゝ
フ
ノ

部
乃
石イ
ハ
セ
ノ
モ
リ
ノ

瀬
乃
杜
乃
霍ホ
ト
ゝ
キ
ス
イ
マ
モ
ナ
カ
ナ
ン

鶯
今
毛
鳴
奴
山
之ノ
ト
カ
ケ
ニ

常
影
尓

　（
８
・
一
四
七
〇
）

　
他
の
写
本
は
第
三
句
「
霍
公
鳥
」
と
書
き
、
類
聚
古
集
は
「
鳥
」
の
字
を
脱
す
る
。
し
か

し
校
本
万
葉
集
や
活
字
に
翻
刻
さ
れ
た
も
の
だ
け
を
見
て
い
る
と
気
付
き
に
く
い
こ
と
で
あ

る
が
、「
霍
公
鳥
」
の
当
時
の
書
体
と
し
て
「
公
鳥
」
の
二
文
字
を
融
合
さ
せ
た
よ
う
な
表

記
が
あ
り
、
例
え
ば
類
聚
古
集
の
当
該
歌
の
前
の
部
分
、
一
四
六
六
番
歌
か
ら
一
四
六
九
番

歌
に
か
け
て
「
霍
鶯
」
に
近
い
も
の
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
先
ほ
ど
④
の
例
と
し
て
取
り
上
げ

た
巻
九
の
一
七
五
六
番
歌
も
、
諸
本
が
「
霍
公
鳥
」
と
す
る
中
、『
万
葉
集
抄
』
は
「
霍
鶯
」

と
し
て
お
り
、類
聚
古
集
も
「
公
」
と
「
鳥
」
が
融
合
し
た
書
体
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
『
万

葉
集
抄
』
筆
写
者
の
書
き
癖
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
次
に
先
ほ
ど
②
で
訓
の
異
同
を
取
り
上
げ
た
、

　
⑯
山ヤ
マ
ト
ニ
ハ

跡
庭
聞キ
コ
エ
モ
ユ
ク
カ

往
歟
大オ
ホ
カ
ノ
ゝ

我
野
乃
竹タ
カ
ハ
カ
リ
シ
キ

葉
苅
敷
廬イ
ホ
リ
ア
ル
ト
ハ

為
有
跡
者

　（
９
・
一
六
七
七
）

　
第
三
句
の
「
乃
」
字
、
諸
本
全
て
「
之
」
に
作
り
、『
万
葉
集
抄
』
の
独
立
異
文
で
あ
る
。

特
に
訓
に
影
響
す
る
も
の
で
も
な
く
、
こ
の
種
の
意
改

（
４
）

と
思
わ
れ
る
例
は
他
に
も
見
ら

れ
る
。

　
⑰
朝ア
サ
ヒ
ラ
キ開

搒コ
キ
イ
テ
ゝ

出
而
我ワ
レ
ハ者

湯ユ
ラ
サ
キ
ニ

羅
前
釣ツ
リ
ス
ル
ア
マ
ヲ

為
海
人
乎
見ミ
テ
カ
ヘ
リ
コ
ム

而
反
将
来

　（
９
・
一
六
七
〇
）

　
こ
の
第
五
句
の
「
而
」
は
諸
本
に
な
く
、
ま
た
訓
は
、

写
本
と
一
致
す
る
も
の
は
多
い
。
以
下
、
そ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
⑪
吾ワ
カ
コ
ゝ
ロ情

湯ユ
タ
ノ
タ
ユ
タ
マ
ウ
キ
ヌ
レ
ハ

谷
浮
蓴
邊ヘ

ニ

モ
尓
毛
奥オ
キ
ニ
モ

尓
毛
依ヨ
リ
ヤ
カ
ネ
マ
シ

勝
益
士

　（
７
・
一
三
五
二
）

　
　
　
　
湯
谷
絶
谷

　
　
　
元
類
紀

　
　
　
　
湯
谷
絶
・

　
　
　
古

　
　
　
　
湯
谷
・
・

　
　
　
広

と
元
暦
校
本
、
類
聚
古
集
は
「
絶
谷
」
の
文
字
が
あ
る
が
、『
万
葉
集
抄
』
は
こ
の
二
文
字

を
欠
く
。
し
か
し
な
が
ら
広
瀬
本
と
は
同
じ
本
文
と
な
る
。
ま
た
古
葉
略
類
聚
鈔
と
の
関
連

も
考
え
ら
れ
る
。

　
⑫
真マ
キ
ノ
ウ
ヘ
ニ

木
乃
於
上
零
置フ
リ
ヲ
ケ
ル
ユ
キ
ノ
シ
ク
ゝ
ゝ
モ
オ
モ
ホ
ユ
ル
カ
モ

有
雪
乃
敷
布
毛
所
念
可
聞
佐サ
ヨ
ノ
ワ
カ
セ
コ

夜
問
吾
背

　（
８
・
一
六
五
九
）

　
　
　
　
　
於
尓

　
　
　
類
紀
広
宮
細
西

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
於
上

　
　
　
近
矢
京

　
多
く
の
写
本
が
「
於
尓
」
と
し
て
い
る
中
、
近
衛
本
、
ま
た
大
矢
本
や
京
都
大
学
本
と
一

致
し
て
い
る
。
近
衛
本
以
下
は
仙
覚
本
の
中
で
も
「
文
永
本
系
」
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
と
一
致
す
る
の
は
興
味
深
い
。
他
に
も
近
衛
本
と
一
致
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。

　
⑬
三ミ
ツ
カ
ハ
ノ

河
之
渕フ
チ
セ
モ
オ
シ
ス

瀬
物
不
落
左サ
テ
サ
ス
ニ

提
刺
尓
衣コ
ロ
モ
ヌ
レ
テ
ホ
ス

潮
干
児コ
ハ
ナ
シ
ニ

波
無
尓

　（
９
・
一
七
一
七
）

　
　
　
川

　
　
　
藍
壬
類
古
紀
広
文
西
陽
矢
京

　
　
　
河

　
　
　
宮
細
近
古

　
多
く
の
写
本
が
「
川
」
字
を
採
る
中
、
近
衛
本
や
古
葉
略
類
聚
鈔
と
一
致
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
近
衛
本
に
散
佚
し
た
古
写
本
の
本
文
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
可

能
性
も
あ
る
。

　
⑭
金ア
キ
カ
セ
ニ風

山ヤ
マ
フ
キ
ノ
セ
ノ

吹
瀬
乃
響ヒ

ゝ
ク
ナ
ヘ
ニ苗

天ア
マ
ク
モ
カ
ケ
ル
カ
リ
ア
ヘ
ル
カ
モ

雲
翔
鴈
相
鴨

　（
９
・
一
七
〇
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
相
鴨

　
　
　
　
藍
類
古
春
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴈
相
鴨

　
　
　
　
壬
紀
文
宮
細
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よ
う
に
も
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
⑳
泊ハ
ツ
セ
メ
ノ

瀬
女
造ツ
ク
ル木

綿ユ
フ
ハ
ナ
ミ
ヨ
シ
ノ
ゝ
タ
キ
ノ

花
三
吉
野
瀧
乃
水ミ
ナ
ハ
ニ
サ
キ
タ
ゝ
ラ
ス
ヤ

沫
開
来
受
屋

　（
６
・
九
一
二
）

　
こ
の
第
五
句
の
訓
、

　
　
さ
き
に
け
ら
す
や

　
　
　
元

　
　
さ
き
ゝ
た
ら
す
や

　
　
　
類

　
　
サ
キ
ヌ
ケ
ラ
ス
ヤ

　
　
　
紀

　
　
サ
キ
キ
タ
ラ
ス
ヤ

　
　
　
古
宮
細

と
な
っ
て
お
り
、『
万
葉
集
抄
』
の
訓
は
独
立
異
文
と
な
る
。
し
か
し
、
類
聚
古
集
の
訓
を

見
る
と
、

と
「
ゝ
た
」
の
草
体
部
分
が
「
多
」
の
草
体

（
伊
地
知
鉄
男
編
「
仮
名
変
体
集
」
昭
和
六
〇
年
四
月
一
日
改
訂
11
版

　
新
典
社
）

と
極
め
て
類
似
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
「
タ
ゝ
ラ
ス
ヤ
」
の
訓
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
可
能
性

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
単
な
る
前
後
の
目
移
り
と
も
考
え
ら
れ
、西
本
願
寺
本
も「
サ

キ
タ
タ
ラ
ス
ヤ
」
と
あ
り
、
二
文
字
目
の
「
タ
」
を
「
キ
」
と
訂
正
し
て
い
る
が
、
く
ず
し

字
か
ら
の
誤
写
と
い
う
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。
他
に
も
例
え
ば
、

　
㉑
礒イ
ソ
ニ
タ
チ立

奥オ
キ
ヘ
ヲ
ミ
レ
ハ

辺
乎
見
者
海
ウ
ミ
モ
カ
リ
フ
ネ
ア
マ
コ
キ
イ
テ
ゝ
ツ
ラ
ハ
カ
ケ
ル
ミ
ユ

藻
苅
舟
海
人
搒
出
見
之
鴨
翔
所
見

　（
７
・
一
二
二
七
）

　
　
み
に
か
へ
り
こ
む

　
　
　
藍
類

　
　
み
て
か
へ
り
こ
む

　
　
　
壬

　
　
み
て
か
へ
り
こ
む

　
　
　
文

　
　
ミ
ニ
カ
ヘ
リ
コ
□

　
　
　
古

　
　
ミ
ニ
カ
ヘ
リ
コ
ム

　
　
　
紀

　
　
ミ
テ
カ
ヘ
リ
コ
ム

　
　
　
宮
細
西

と
、
藍
紙
本
や
類
聚
古
集
で
は
な
く
伝
壬
生
隆
祐
筆
本
や
金
沢
文
庫
本
と
一
致
す
る
こ
と
も

注
目
さ
れ
る
が
、
と
に
か
く
こ
の
「
而
」
字
が
訓
に
引
か
れ
た
意
改
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
そ
の
他
、

　
⑱
朝ア
サ
ナ
キ
ニ

名
寸
梶カ
チ
ヲ
ト
キ
コ
ユ

音
所
聞
三ミ
ケ
ツ
ク
ニ

食
津
国
野ノ
シ
マ
ノ
ア
マ
ノ

嶋
乃
海
乃
舩
フ
ネ
ニ
ア
ル
ラ
シ

二
四
有
良
信

　（
６
・
九
三
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　	

海
子
・

　
　
　
元
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　	

海
○子

乃
　
　
　
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　	

海
子
乃

　
　
　
古
近
宮
細

　
大
矢
本
は
「
乃
舩
」
の
二
字
を
脱
し
、
左
に
記
す
。
ま
た
紀
州
本
が
「
子
」
の
字
を
後
で

補
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
箇
所
、
親
本
に
何
ら
か
の
原
因
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
五
　
訓
に
つ
い
て

　
訓
に
つ
い
て
も
『
万
葉
集
抄
』
の
独
立
異
文
の
箇
所
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

　
⑮
で
歌
本
文
を
取
り
上
げ
た
例
、

　
⑲
物モ
ノ
ゝ
フ
ノ

部
乃
石イ
ハ
セ
ノ
モ
リ
ノ

瀬
乃
杜
乃
霍ホ
ト
ゝ
キ
ス
イ
マ
モ
ナ
カ
ナ
ン

鶯
今
毛
鳴
奴
山
之ノ
ト
カ
ケ
ニ

常
影
尓

　（
８
・
一
四
七
〇
）

　　
第
四
句
の
訓
は
諸
本
、
ま
た
『
袖
中
抄
』
に
も
「
イ
マ
モ
ナ
カ
ヌ
カ
」
と
あ
る
。「
未
然

形
＋
ヌ
カ
」
で
「
～
し
て
く
れ
な
い
か
」
と
い
う
希
求
表
現
と
な
る
が
、
上
代
特
有
の
も
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
『
和
歌
童
蒙
抄
』
に
は
「
イ
マ
モ
ナ
カ
ナ
ム
」
と
『
万
葉
集
抄
』
と
同

じ
訓
に
な
っ
て
い
る
。
希
求
を
表
す
終
助
詞
と
し
て
中
古
以
降
よ
く
用
い
ら
れ
た
「
ナ
ム
」

に
置
き
か
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
『
万
葉
集
抄
』
成
立
当
時
、
こ
の
歌
が
そ
の

万葉集抄の本文について（二）
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　と
、
藍
紙
本
・
類
聚
古
集
と
は
一
致
せ
ず
、
伝
壬
生
隆
祐
筆
本
、
ま
た
神
宮
文
庫
本
以
下
の

仙
覚
本
と
一
致
す
る
。

　
③
春
草ノ
馬ム
マ
ク
ヒ咋

山ヲ
自
超コ
エ
ク
ナ
ル

来
奈
流
鳫カ
リ
ノ
ツ
カ
ヒ
ハ
ヤ
ト
リ
ス
ク
ナ
リ

使
者
宿
過
奈
利

　（
９
・
一
七
〇
八
）

　
第
三
句
の
訓
の
異
同
は
、

　
　
こ
え
く
な
る

　
　
　
藍
紀
宮
細

　
　
こ
え
く
れ
ば

　
　
　
類

　
　
こ
え
く
なレ

るハ

　
　
　
壬

　
　
コ
コ
エ
ク
ナ
ル
カ

エ
ク
レ
バ

　
　
　
広

と
な
っ
て
お
り
、
類
聚
古
集
と
は
異
な
り
藍
紙
本
と
一
致
す
る
場
合
で
は
、
伝
壬
生
隆
祐
本

と
も
類
似
す
る
。
ま
た
、
第
五
句
の
訓
は
、

　
　
や
と
り
す
き
ぬ
な
り

　
　
　
藍

　
　
や
と
り
す
く
な
り

　
　
　
　
類

　
　
や
と
り
す
き
ぬニ

なケ

り
　
　
　
壬

　
　
ヤ
ト
ス
キ
ヌ
ナ
リ

　
　
　
　
宮
細

と
、
や
は
り
、
藍
紙
本
で
は
な
く
類
聚
古
集
と
一
致
し
て
い
る
。

　
本
文
に
つ
い
て
は
、
藍
紙
本
が
類
聚
古
集
あ
る
い
は
広
瀬
本
と
異
な
る
例
が
少
な
く
、
適

当
な
例
に
乏
し
い
が
、
例
え
ば
、

　
④
掻カ
キ
ク
ラ
シ

霧
之
雨ア
メ
フ
ル
ヨ
ル
ヲ

零
夜
乎
霍
ホ
ト
ゝ
キ
ス鶯

鳴ナ
キ
テ
ユ
ク
ナ
リ

而
去
成	

ア
ハ
レ
ソ
ノ
ト
リ

怜
其
鳥

　（
９
・
一
七
五
六
）

　
の
第
五
句
の
「	

」
の
字
に
つ
い
て

　
　
阿

　
　
　
藍
紀
宮
細
京

　
　	

　
　
　
類
、
金
沢
文
庫
本
（
略
称
「
文
」）
西
本
願
寺
本
（
略
称
「
西
」）

と
な
っ
て
お
り
、
や
は
り
藍
紙
本
で
は
な
く
類
聚
古
集
な
ど
と
一
致
す
る
。
ま
た
、

　
⑤
黒ク
ロ
ウ
カ
タ

牛
方
塩シ
ホ
ヒ
ノ
ウ
ラ
ヲ

干
乃
浦
乎
紅ク
レ
ナ
ヰ
ノ
タ
マ
モ
ス
ソ

玉
裾
酒
蘇
返ヒ
キ
ユ
ク
ハ
タ
カ
ツ
マ

往
者
誰
妻

　（
９
・
一
六
七
二
）

　
第
四
句
の
「
返
」
字
に
つ
い
て
、
藍
紙
本
、
伝
壬
生
隆
祐
筆
本
、
神
宮
文
庫
本
以
下
仙
覚

い
は
そ
の
流
風
を
伝
え
た
人
と
い
わ
れ
る
。
本
文
に
つ
い
て
は
元
暦
校
本
と
同
系
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
こ
の
藍
紙
本
と
『
万
葉
集
抄
』
の
比
較
を
試
み
る
。
一
見
し
て
訓
に

お
い
て
藍
紙
本
と
は
一
致
せ
ず
、
他
の
次
点
本
と
一
致
す
る
も
の
が
目
に
付
く
。
以
下
に
そ

の
例
を
挙
げ
る
が
、
仙
覚
本
系
統
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
煩
雑
を
避
け
る
た
め
、
参
考
に
な

る
諸
本
の
み
と
す
る
。

　
①
朝ア
サ
モ
ヨ
ヒ

裳
吉
木キ
カ
タ
ユ
ク
キ
ミ

方
往
君
我カ
シ
ト
ヤ
マ

信
土
山
越コ
ユ
ラ
ン
ケ
フ
ソ

監
今
日
曽
雨ア
メ
ナ
フ
リ
ソ
ネ

莫
零
根

　（
９
・
一
六
八
〇
）

　
第
一
句
の
訓
に
つ
い
て
は
、

　
　
あ
さ
も
よ
し	

	

藍

　
　
あ
さ
も
よ
きヒ
或	

	

伝
壬
生
隆
祐
筆
本
（
略
称
「
壬
」）

　
　
ア
サ
モ
ヨ
キ	

	
	

類
聚
古
集
（
略
称
「
類
」、
通
常
は
平
仮
名
別
提
の
写
本
で

あ
る
が
、
本
歌
は
片
仮
名
別
提
）、
紀
州
本
（
略
称
「
紀
」）

　
　
ア
サ
モ
ヨ
ヒ	

	

広
瀬
本
（
略
称
「
広
」）

　
　
ア
サ
モ
ヨ
イ	

	

神
宮
文
庫
本
（
略
称
「
宮
」）、
細
井
本
（
略
称
「
細
」）　

　
　
ア
サ
モ
ヨ
イ
（「
イ
」
は
青
）　

　
大
矢
本
（
略
称
「
矢
」）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
本
（
略
称
「
京
」）

と
な
っ
て
お
り
、
藍
紙
本
・
類
聚
古
集
と
は
異
な
り
、
広
瀬
本
や
伝
壬
生
隆
祐
筆
本
の
右
部

分
の
書
き
込
み
と
一
致
す
る
。
な
お
第
三
句
の
訓
も
諸
本
「
マ
ツ
チ
ヤ
マ
」
と
あ
り
、『
万

葉
集
抄
』
の
み
が
「
我カ

信シ

土ト

」
と
あ
る
の
は
、
本
文
に
合
わ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
本
文
に
対
応
し
て
付
さ
れ
た
と
思
し
き
独
自
の
訓
も
見
ら
れ
る
。

　
②
山ヤ
マ
ト
ニ
ハ
キ
コ
エ
モ
ユ
ク
カ

跡
庭
聞
往
歟
大
我オ
ホ
カ
ノ
ゝ

野
乃
竹タ
カ
ハ
カ
リ
シ
キ

葉
苅
敷
廬イ
ホ
リ
ア
ル
ト
ハ

為
有
跡
者

　（
９
・
一
六
七
七
）

の
第
四
句
（「
タ
カ
」
は
「
タ
ケ
」
の
交
替
形
）
も
、

　
　
た
か
は
か
り
し
て

　
　
　
藍

　
　
た
か
は
か
り
し
き

　
　
　
壬

　
　
さ
ゝ
か
り
し
き
て

　
　
　
類

　
　
タ
カ
ハ
カ
リ
シ
ク

　
　
　
広
（「
ク
」
は
後
補
）

　
　
タ
ケ
ハ
カ
リ
シ
キ

　
　
　
紀

　
　
タ
カ
ハ
カ
リ
シ
キ

　
　
　
宮
細
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ま
た
、
歌
の
作
者
に
つ
い
て
、

　
⑧
左
少
弁
巨
勢
宿
祢
奈
麿
家
宴
哥

　（
６
・
一
〇
一
六
）

　
　
　
　
　
　
　
宿
・
奈
麻
呂

　
　
　
元
広

　
　
　
　
　
　
　
宿
祢
奈
麿

　
　
　
　
類
紀

　
　
　
　
　
　
　
宿
弥
奈
麻
呂

　
　
　
古

と
元
暦
校
本
や
広
瀬
本
が
「
祢
」
の
字
を
脱
し
て
い
る
の
に
対
し
、
類
聚
古
集
な
ど
と
は
類

似
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
ま
た
、
や
は
り
人
名
の
例
、

　
⑨
紀
女
郎
贈
大
伴
家
持
哥

　（
８
・
一
四
六
一
の
前
行
）

　
こ
の
歌
の
作
者
、
神
宮
文
庫
本
以
下
仙
覚
本
系
統
の
も
の
で
は
「
大
伴
宿
祢
家
持
哥
」
と

「
宿
祢
」の
字
が
あ
る
。
元
暦
校
本
は
こ
の
巻
八
を
欠
き
、ま
た
類
聚
古
集
は
歌
の
前
行
に「
紀

女
郎
攀
合
歓
花
」
と
の
み
掲
げ
て
あ
り
比
較
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
紀
州
本
、
広

瀬
本
が
『
万
葉
集
抄
』
と
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
、
春
日
本
（
略
号
「
春
」）
に
「
紀
女
郎
贈

大
伴
家
持
哥
」
の
九
文
字
が
か
す
か
に
見
え
る
の
が
注
目
に
値
す
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
歌
の
本
文
、

　
⑩
晝ヒ

ル
ハ
サ
キ

者
咲
夜ヨ

ル
ハ
コ
ヒ
ホ
ル

者
恋
宿
合ネ

フ
リ
ノ
キ

歓
木
花
君キ

ミ
ノ
ミ
ゝ
ム
ヤ

将
見
哉
和 ワ

ケ
サ
ヘ
ニ
ミ
ヨ

 

気
佐
倍
尓
見

　（
８
・
一
四
六
一
）

　
諸
本
が
最
後
を
「
見
代
」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
類
聚
古
集
の
み
が
『
万
葉
集
抄
』
と

同
じ
く
「
代
」
の
字
を
欠
く
。『
万
葉
集
抄
』
は
書
写
態
度
と
し
て
歌
本
文
の
文
字
を
一
字

脱
す
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
が
、
こ
こ
は
類
聚
古
集
と
の
一
致
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
ま
た

同
じ
第
五
句
の
「
倍
」
字
に
つ
い
て
は
書
写
年
代
順
に
、

　
　
陪

　
　
　
類

　
　
信

　
　
　
紀

　
　
倍

　
　
　
広
宮
細
西
、
陽
明
文
庫
本
（
略
称
「
陽
」）、
近
衛
本
（「
近
」）

と
な
っ
て
お
り
、
類
聚
古
集
と
相
違
す
る
が
、
広
瀬
本
と
は
一
致
し
て
お
り
、
紀
州
本
に
も

そ
の
親
本
が
「
倍
」
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
類
聚
古
集
と
一
致
し
な
い
場
合
で
も
、
広
瀬
本
あ
る
い
は
他
の
非
仙
覚
本

系
諸
本
は
「
延
」
と
し
て
お
り
、
紀
州
本
は
「
し
ん
に
ょ
う
」
に
旁
「
呂
」
を
記
し
た
よ
う

な
字
に
な
っ
て
い
る
。
他
は
、

　
　
返

　
　
　
類

　
　
引

　
　
　
古
葉
略
類
聚
鈔
（
略
称
「
古
」）

　
　
近

　
　
　
広

で
あ
り
、
や
は
り
類
聚
古
集
と
の
近
さ
が
考
え
ら
れ
る
。

　
藍
紙
本
は
桂
本
に
つ
ぐ
古
写
本
で
あ
り
、
そ
の
本
文
は
校
訂
作
業
に
お
い
て
尊
重
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
が
、
元
暦
校
本
と
同
様
、『
万
葉
集
抄
』
の
本
文
と
は
や
や
系
統
が
異
な
る
よ

う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
三

　
類
聚
古
集
そ
の
他
諸
本
と
の
比
較

　
そ
れ
で
は
次
に
、
類
聚
古
集
を
は
じ
め
と
す
る
次
点
本
、
ま
た
仙
覚
本
系
と
さ
れ
る
諸
本

と
の
比
較
も
含
め
て
『
万
葉
集
抄
』
の
本
文
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
類
聚
古
集
と

の
近
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
例
を
み
て
お
く
。

　
⑥
烏ウ

ハ
タ
マ
ノ
ヨ
ノ
フ
ケ
ユ
ケ
ハ

玉
之
夜
乃
深
去
者
久ヒ

サ
キ
オ
フ
ル
キ
ヨ
キ
カ
ハ
ラ
ニ

木
生
留
清
河
原
尓
知チ

ト
リ
シ
ハ
ナ
ク

鳥
数
鳴

　（
６
・
九
二
五
）

　
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
で
は
こ
の
よ
う
に
第
三
句
の
「
木
」
の
字
を
後
か
ら
補
っ
た
の

か
小
字
で
記
し
て
い
る
が
、
諸
本
の
う
ち
類
聚
古
集
だ
け
が
こ
の
文
字
を
脱
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
次
に
、

　
⑦
山
毛モ

セ
ニ世

尓
咲サ

ケ
ル有

馬ツ
ゝ
シ
ノ酔

木
乃
不ニ

ク
カ
ラ
ス
キ
ミ
ヲ
イ
ツ
シ
カ

悪
君
乎
何
時
往ユ

キ
テ
ハ
ヤ
ミ
ム

而
早
将
見

　（
８
・
一
四
二
八
）

　
こ
の
歌
は
「
忍
照
難
波
乎
過
而
…
…
」
と
い
う
長
歌
の
一
部
で
あ
る
が
、
類
聚
古
集
に
は

巻
十
三
「
山
路
」
の
部
に
、

　
　
忍
照
難
波
乎
過
而
打
靡
草
香
乃
山
乎
晩
尓
吾
越
来
者

と
長
歌
の
前
半
が
収
め
ら
れ
、
巻
一
の
「
馬
酔
木
」
の
部
に
、
こ
の
「
山
毛
世
尓
」
以
下
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
紀
州
本
や
広
瀬
本
も
「
山
毛
世
尓
」
以
下
を
別
行
と
し
て
お
り
、
お
そ

ら
く
そ
の
こ
と
か
ら
二
首
の
歌
と
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
別
の
歌
と
認
識
し
て
い
る

類
聚
古
集
と
の
関
係
は
近
い
で
あ
ろ
う
。

万葉集抄の本文について（二）
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　と
、
藍
紙
本
・
類
聚
古
集
と
は
一
致
せ
ず
、
伝
壬
生
隆
祐
筆
本
、
ま
た
神
宮
文
庫
本
以
下
の

仙
覚
本
と
一
致
す
る
。

　
③
春
草ノ
馬ム
マ
ク
ヒ咋

山ヲ
自
超コ
エ
ク
ナ
ル

来
奈
流
鳫カ
リ
ノ
ツ
カ
ヒ
ハ
ヤ
ト
リ
ス
ク
ナ
リ

使
者
宿
過
奈
利

　（
９
・
一
七
〇
八
）

　
第
三
句
の
訓
の
異
同
は
、

　
　
こ
え
く
な
る

　
　
　
藍
紀
宮
細

　
　
こ
え
く
れ
ば

　
　
　
類

　
　
こ
え
く
なレ

るハ

　
　
　
壬

　
　
コ
コ
エ
ク
ナ
ル
カ

エ
ク
レ
バ

　
　
　
広

と
な
っ
て
お
り
、
類
聚
古
集
と
は
異
な
り
藍
紙
本
と
一
致
す
る
場
合
で
は
、
伝
壬
生
隆
祐
本

と
も
類
似
す
る
。
ま
た
、
第
五
句
の
訓
は
、

　
　
や
と
り
す
き
ぬ
な
り

　
　
　
藍

　
　
や
と
り
す
く
な
り

　
　
　
　
類

　
　
や
と
り
す
き
ぬニ

なケ

り
　
　
　
壬

　
　
ヤ
ト
ス
キ
ヌ
ナ
リ

　
　
　
　
宮
細

と
、
や
は
り
、
藍
紙
本
で
は
な
く
類
聚
古
集
と
一
致
し
て
い
る
。

　
本
文
に
つ
い
て
は
、
藍
紙
本
が
類
聚
古
集
あ
る
い
は
広
瀬
本
と
異
な
る
例
が
少
な
く
、
適

当
な
例
に
乏
し
い
が
、
例
え
ば
、

　
④
掻カ
キ
ク
ラ
シ

霧
之
雨ア
メ
フ
ル
ヨ
ル
ヲ

零
夜
乎
霍
ホ
ト
ゝ
キ
ス鶯

鳴ナ
キ
テ
ユ
ク
ナ
リ

而
去
成	

ア
ハ
レ
ソ
ノ
ト
リ

怜
其
鳥

　（
９
・
一
七
五
六
）

　
の
第
五
句
の
「	

」
の
字
に
つ
い
て

　
　
阿

　
　
　
藍
紀
宮
細
京

　
　	
　
　
　
類
、
金
沢
文
庫
本
（
略
称
「
文
」）
西
本
願
寺
本
（
略
称
「
西
」）

と
な
っ
て
お
り
、
や
は
り
藍
紙
本
で
は
な
く
類
聚
古
集
な
ど
と
一
致
す
る
。
ま
た
、

　
⑤
黒ク
ロ
ウ
カ
タ

牛
方
塩シ
ホ
ヒ
ノ
ウ
ラ
ヲ

干
乃
浦
乎
紅ク
レ
ナ
ヰ
ノ
タ
マ
モ
ス
ソ

玉
裾
酒
蘇
返ヒ
キ
ユ
ク
ハ
タ
カ
ツ
マ

往
者
誰
妻

　（
９
・
一
六
七
二
）

　
第
四
句
の
「
返
」
字
に
つ
い
て
、
藍
紙
本
、
伝
壬
生
隆
祐
筆
本
、
神
宮
文
庫
本
以
下
仙
覚

い
は
そ
の
流
風
を
伝
え
た
人
と
い
わ
れ
る
。
本
文
に
つ
い
て
は
元
暦
校
本
と
同
系
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
こ
の
藍
紙
本
と
『
万
葉
集
抄
』
の
比
較
を
試
み
る
。
一
見
し
て
訓
に

お
い
て
藍
紙
本
と
は
一
致
せ
ず
、
他
の
次
点
本
と
一
致
す
る
も
の
が
目
に
付
く
。
以
下
に
そ

の
例
を
挙
げ
る
が
、
仙
覚
本
系
統
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
煩
雑
を
避
け
る
た
め
、
参
考
に
な

る
諸
本
の
み
と
す
る
。

　
①
朝ア
サ
モ
ヨ
ヒ

裳
吉
木キ
カ
タ
ユ
ク
キ
ミ

方
往
君
我カ
シ
ト
ヤ
マ

信
土
山
越コ
ユ
ラ
ン
ケ
フ
ソ

監
今
日
曽
雨ア
メ
ナ
フ
リ
ソ
ネ

莫
零
根

　（
９
・
一
六
八
〇
）

　
第
一
句
の
訓
に
つ
い
て
は
、

　
　
あ
さ
も
よ
し	

	
藍

　
　
あ
さ
も
よ
きヒ
或	

	

伝
壬
生
隆
祐
筆
本
（
略
称
「
壬
」）

　
　
ア
サ
モ
ヨ
キ	

	
	

類
聚
古
集
（
略
称
「
類
」、
通
常
は
平
仮
名
別
提
の
写
本
で

あ
る
が
、
本
歌
は
片
仮
名
別
提
）、
紀
州
本
（
略
称
「
紀
」）

　
　
ア
サ
モ
ヨ
ヒ	

	

広
瀬
本
（
略
称
「
広
」）

　
　
ア
サ
モ
ヨ
イ	

	

神
宮
文
庫
本
（
略
称
「
宮
」）、
細
井
本
（
略
称
「
細
」）　

　
　
ア
サ
モ
ヨ
イ
（「
イ
」
は
青
）　

　
大
矢
本
（
略
称
「
矢
」）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
本
（
略
称
「
京
」）

と
な
っ
て
お
り
、
藍
紙
本
・
類
聚
古
集
と
は
異
な
り
、
広
瀬
本
や
伝
壬
生
隆
祐
筆
本
の
右
部

分
の
書
き
込
み
と
一
致
す
る
。
な
お
第
三
句
の
訓
も
諸
本
「
マ
ツ
チ
ヤ
マ
」
と
あ
り
、『
万

葉
集
抄
』
の
み
が
「
我カ

信シ

土ト

」
と
あ
る
の
は
、
本
文
に
合
わ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
本
文
に
対
応
し
て
付
さ
れ
た
と
思
し
き
独
自
の
訓
も
見
ら
れ
る
。

　
②
山ヤ
マ
ト
ニ
ハ
キ
コ
エ
モ
ユ
ク
カ

跡
庭
聞
往
歟
大
我オ
ホ
カ
ノ
ゝ

野
乃
竹タ
カ
ハ
カ
リ
シ
キ

葉
苅
敷
廬イ
ホ
リ
ア
ル
ト
ハ

為
有
跡
者

　（
９
・
一
六
七
七
）

の
第
四
句
（「
タ
カ
」
は
「
タ
ケ
」
の
交
替
形
）
も
、

　
　
た
か
は
か
り
し
て

　
　
　
藍

　
　
た
か
は
か
り
し
き

　
　
　
壬

　
　
さ
ゝ
か
り
し
き
て

　
　
　
類

　
　
タ
カ
ハ
カ
リ
シ
ク

　
　
　
広
（「
ク
」
は
後
補
）

　
　
タ
ケ
ハ
カ
リ
シ
キ

　
　
　
紀

　
　
タ
カ
ハ
カ
リ
シ
キ

　
　
　
宮
細
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ま
た
、
歌
の
作
者
に
つ
い
て
、

　
⑧
左
少
弁
巨
勢
宿
祢
奈
麿
家
宴
哥

　（
６
・
一
〇
一
六
）

　
　
　
　
　
　
　
宿
・
奈
麻
呂

　
　
　
元
広

　
　
　
　
　
　
　
宿
祢
奈
麿

　
　
　
　
類
紀

　
　
　
　
　
　
　
宿
弥
奈
麻
呂

　
　
　
古

と
元
暦
校
本
や
広
瀬
本
が
「
祢
」
の
字
を
脱
し
て
い
る
の
に
対
し
、
類
聚
古
集
な
ど
と
は
類

似
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
ま
た
、
や
は
り
人
名
の
例
、

　
⑨
紀
女
郎
贈
大
伴
家
持
哥

　（
８
・
一
四
六
一
の
前
行
）

　
こ
の
歌
の
作
者
、
神
宮
文
庫
本
以
下
仙
覚
本
系
統
の
も
の
で
は
「
大
伴
宿
祢
家
持
哥
」
と

「
宿
祢
」の
字
が
あ
る
。
元
暦
校
本
は
こ
の
巻
八
を
欠
き
、ま
た
類
聚
古
集
は
歌
の
前
行
に「
紀

女
郎
攀
合
歓
花
」
と
の
み
掲
げ
て
あ
り
比
較
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
紀
州
本
、
広

瀬
本
が
『
万
葉
集
抄
』
と
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
、
春
日
本
（
略
号
「
春
」）
に
「
紀
女
郎
贈

大
伴
家
持
哥
」
の
九
文
字
が
か
す
か
に
見
え
る
の
が
注
目
に
値
す
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
歌
の
本
文
、

　
⑩
晝ヒ

ル
ハ
サ
キ

者
咲
夜ヨ

ル
ハ
コ
ヒ
ホ
ル

者
恋
宿
合ネ

フ
リ
ノ
キ

歓
木
花
君キ

ミ
ノ
ミ
ゝ
ム
ヤ

将
見
哉
和 ワ

ケ
サ
ヘ
ニ
ミ
ヨ

 

気
佐
倍
尓
見

　（
８
・
一
四
六
一
）

　
諸
本
が
最
後
を
「
見
代
」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
類
聚
古
集
の
み
が
『
万
葉
集
抄
』
と

同
じ
く
「
代
」
の
字
を
欠
く
。『
万
葉
集
抄
』
は
書
写
態
度
と
し
て
歌
本
文
の
文
字
を
一
字

脱
す
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
が
、
こ
こ
は
類
聚
古
集
と
の
一
致
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
ま
た

同
じ
第
五
句
の
「
倍
」
字
に
つ
い
て
は
書
写
年
代
順
に
、

　
　
陪

　
　
　
類

　
　
信

　
　
　
紀

　
　
倍

　
　
　
広
宮
細
西
、
陽
明
文
庫
本
（
略
称
「
陽
」）、
近
衛
本
（「
近
」）

と
な
っ
て
お
り
、
類
聚
古
集
と
相
違
す
る
が
、
広
瀬
本
と
は
一
致
し
て
お
り
、
紀
州
本
に
も

そ
の
親
本
が
「
倍
」
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
類
聚
古
集
と
一
致
し
な
い
場
合
で
も
、
広
瀬
本
あ
る
い
は
他
の
非
仙
覚
本

系
諸
本
は
「
延
」
と
し
て
お
り
、
紀
州
本
は
「
し
ん
に
ょ
う
」
に
旁
「
呂
」
を
記
し
た
よ
う

な
字
に
な
っ
て
い
る
。
他
は
、

　
　
返

　
　
　
類

　
　
引

　
　
　
古
葉
略
類
聚
鈔
（
略
称
「
古
」）

　
　
近

　
　
　
広

で
あ
り
、
や
は
り
類
聚
古
集
と
の
近
さ
が
考
え
ら
れ
る
。

　
藍
紙
本
は
桂
本
に
つ
ぐ
古
写
本
で
あ
り
、
そ
の
本
文
は
校
訂
作
業
に
お
い
て
尊
重
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
が
、
元
暦
校
本
と
同
様
、『
万
葉
集
抄
』
の
本
文
と
は
や
や
系
統
が
異
な
る
よ

う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
三

　
類
聚
古
集
そ
の
他
諸
本
と
の
比
較

　
そ
れ
で
は
次
に
、
類
聚
古
集
を
は
じ
め
と
す
る
次
点
本
、
ま
た
仙
覚
本
系
と
さ
れ
る
諸
本

と
の
比
較
も
含
め
て
『
万
葉
集
抄
』
の
本
文
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
類
聚
古
集
と

の
近
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
例
を
み
て
お
く
。

　
⑥
烏ウ

ハ
タ
マ
ノ
ヨ
ノ
フ
ケ
ユ
ケ
ハ

玉
之
夜
乃
深
去
者
久ヒ

サ
キ
オ
フ
ル
キ
ヨ
キ
カ
ハ
ラ
ニ

木
生
留
清
河
原
尓
知チ

ト
リ
シ
ハ
ナ
ク

鳥
数
鳴

　（
６
・
九
二
五
）

　
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
で
は
こ
の
よ
う
に
第
三
句
の
「
木
」
の
字
を
後
か
ら
補
っ
た
の

か
小
字
で
記
し
て
い
る
が
、
諸
本
の
う
ち
類
聚
古
集
だ
け
が
こ
の
文
字
を
脱
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
次
に
、

　
⑦
山
毛モ

セ
ニ世

尓
咲サ

ケ
ル有

馬ツ
ゝ
シ
ノ酔

木
乃
不ニ

ク
カ
ラ
ス
キ
ミ
ヲ
イ
ツ
シ
カ

悪
君
乎
何
時
往ユ

キ
テ
ハ
ヤ
ミ
ム

而
早
将
見

　（
８
・
一
四
二
八
）

　
こ
の
歌
は
「
忍
照
難
波
乎
過
而
…
…
」
と
い
う
長
歌
の
一
部
で
あ
る
が
、
類
聚
古
集
に
は

巻
十
三
「
山
路
」
の
部
に
、

　
　
忍
照
難
波
乎
過
而
打
靡
草
香
乃
山
乎
晩
尓
吾
越
来
者

と
長
歌
の
前
半
が
収
め
ら
れ
、
巻
一
の
「
馬
酔
木
」
の
部
に
、
こ
の
「
山
毛
世
尓
」
以
下
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
紀
州
本
や
広
瀬
本
も
「
山
毛
世
尓
」
以
下
を
別
行
と
し
て
お
り
、
お
そ

ら
く
そ
の
こ
と
か
ら
二
首
の
歌
と
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
別
の
歌
と
認
識
し
て
い
る

類
聚
古
集
と
の
関
係
は
近
い
で
あ
ろ
う
。

万葉集抄の本文について（二）
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ば
の
生
活
二
』
の
巻
頭
言
は
「
こ
と
ば
の
生
活
を
高
め
る
」
で
あ
り
、『
わ
れ
ら
の
読
書
三
』

の
そ
れ
は
「
世
界
へ
の
道
」
と
題
さ
れ
、
次
の
言
葉
が
あ
る
。「
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
と
ば

や
文
字
や
文
章
に
よ
っ
て
、
人
間
が
ほ
ん
と
う
に
人
間
で
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
を
、
学

ん
で
き
た
。
個
人
が
、
自
己
を
み
が
く
道
具
や
自
己
の
生
活
を
鍛
え
る
場
所
も
、
言
語
・

文
章
の
中
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
自
己
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
が
、
何
を
意
味
す
る
か

も
知
っ
て
い
る
。
こ
の
自
己
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
完
全
に
生
き
て
ゆ
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ま

た
、
他
を
よ
り
よ
く
生
か
し
う
る
こ
と
も
学
ん
だ
。
社
会
生
活
と
い
う
こ
と
が
、
ど
ん
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
か
も
体
得
し
た
は
ず
で
あ
る
。」。
そ
し
て
、
単
元
「
世
界
」
の
教
材

と
し
て
森
鴎
外
の
『
寒
山
拾
得
』
を
収
め
て
い
る
。

13	

　
佐
藤
泉
『
漱
石

　
片
付
か
な
い
〈
近
代
〉』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
○
○
二
年
、

第
１
章
、
第
２
章
）。

14	

　
亀
井
氏
前
掲
書（
第
二
部
第
二
章「
明
治
浪
漫
主
義
の
外
辺
と
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
」２
．「
内

村
鑑
三
」
三
二
七
頁
）。

15	

　
亀
井
氏
前
掲
書
よ
り
重
引
、
三
三
○
頁
。

16	

　
内
村
鑑
三
『
余
は
如
何
に
し
て
基
督
教
徒
に
な
り
し
乎
』（
岩
波
文
庫
、
鈴
木
俊
郎
訳
、

一
九
三
八
年
、
一
九
五
八
年
（
改
版
）、
一
二
三
頁
、
第
六
章
、
原
著
は
一
八
九
五
年
刊
）。

ド
イ
ツ
語
版
序
文
に
は
「
余
は
茲
に
復
た
詩
人
ワ
ル
ト
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
言
を
引
き
」

と
あ
り
、
最
後
に
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
こ
と
ば
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。「
復
た
」
に
つ
い
て

は
、岩
波
文
庫
の
（
訳
者
で
あ
る
鈴
木
氏
の
も
の
と
思
わ
れ
る
）
注
に
「『
代
表
的
日
本
人
』

の
ド
イ
ツ
訳
（
一
九
○
八
年
、
明
治
四
十
一
年
刊
行
）
の
序
文
に
す
で
に
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン

の
他
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
」
と
あ
る
。

17	

　
エ
マ
ソ
ン
『
エ
マ
ソ
ン
論
文
集
（
上
）』（
岩
波
文
庫
、
酒
本
雅
之
訳
、
一
九
七
二
年
、

一
九
四
頁
）。

18	

　
亀
井
氏
前
掲
書
よ
り
重
引
、
三
四
三
―
四
頁
。

19	

　
加
藤
周
一
『
日
本
文
学
史
序
説	

下
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
○
年
、
第
十
章
「
第
四
の

転
換
期	

下
」「
内
村
鑑
三
と
安
部
磯
雄
」）。

付	

記
　
小
論
は
、
平
成
二
十
一
年
度
奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校
公
開
講
座
「
日
本
文
学
講
座

Ⅱ
」
第
一
回
「
夏
目
漱
石
を
読
む
」（
七
月
二
十
四
日
実
施
）
に
お
け
る
講
演
を
も
と
に

大
幅
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
す
。
漱
石
に
お
け
る
「
自
己
本
位
」
と
「
去
私
」
に
つ

い
て
、あ
ら
た
め
て
考
え
る
場
を
与
え
て
下
さ
っ
た
参
加
者
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

3	

　
同
前
（
第
十
一
章
「
捨
子
の
笑
い
」
三
六
六
頁
）。

4	

　『
文
学
論
』（
第
四
編
「
文
学
的
内
容
の
相
互
関
係
」
第
六
章
「
対
置
法
」
第
三
節
「
不

対
法
」）。

5
　
明
治
三
十
九
年
一
九
〇
六
年
十
月
。

6	
　『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
第
二
巻
第
十
二
号
、
明
治
三
十
二
年
九
月
十
日
。『
飯
待
つ
間

　
正
岡

子
規
随
筆
選
』（
岩
波
文
庫
、
阿
部
昭
編
、
一
九
八
五
年
）
所
収
。

7
　
福
永
光
司
前
掲
書
「
解
説
」
九
頁
。

8
　
同
前
一
一
頁
。

9	

　
亀
井
俊
介
『
近
代
文
学
に
お
け
る
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
運
命
』（
研
究
社
、
一
九
七
○
年
、

第
二
部
「
日
本
に
お
け
る
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
」
第
一
章
「
明
治
浪
漫
主
義
の
成
立
と
ホ
イ
ッ

ト
マ
ン
」
１
．「
夏
目
漱
石
」
二
六
九
頁
）。

10
　
大
正
三
年
（
一
九
一
四
年
）
十
一
月
二
十
五
日
学
習
院
輔
仁
会
に
お
け
る
講
演
。

11	

　
こ
の
単
元
で
は
最
初
に
「
時
代
と
国
土
と
の
隔
た
り
は
あ
る
が
、
生
命
感
の
あ
ふ
れ
た

二
種
の
歌
を
学
ぼ
う
。
一
は
ア
メ
リ
カ
近
世
の
代
表
詩
人
の
作
品
、
一
は
日
本
最
古
の
古

典
で
あ
る
万
葉
集
の
歌
で
あ
る
。」
と
記
し
、
訳
詞
の
前
に
次
の
よ
う
に
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン

を
紹
介
し
て
い
る
。「
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
（W

alt	W
hitm

an

）
は
一
八
一
九
年
に
ア
メ
リ

カ
の
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
で
生
ま
れ
、
一
八
九
二
年
に
没
し
た
。
詩
人
。
大
胆
素
朴
な
自

由
詩
で
、
生
の
神
秘
と
民
主
主
義
と
自
由
と
を
賛
美
し
た
。
詩
集
に
「
草
の
葉
」、
論
文

に
「
民
主
主
義
展
望
」
な
ど
が
あ
る
。」。

12	

　
佐
藤
泉
が
注
13
に
掲
げ
た
本
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
『
新
国
語
』
と
い
う
教
科

書
は
、
二
分
冊
形
式
で
あ
り
、「
言
語
生
活
そ
の
も
の
を
陶
冶
す
る
分
科
」（『
新
国
語

　

こ
と
ば
の
生
活
』）
と
「
文
学
を
中
心
と
し
た
一
般
文
化
教
養
を
目
的
と
す
る
分
科
」（『
新

国
語

　
わ
れ
ら
の
読
書
』）と
に
別
れ
て
い
た
。こ
の
教
科
書（『
こ
と
ば
の
生
活
一
』）で
は
、

巻
頭
言
と
し
て
「
こ
と
ば
の
生
活
に
励
む
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ

る
。「
日
々
の
一
こ
と
ば
一
こ
と
ば
を
だ
い
じ
に
し
て
、考
え
て
物
を
言
う
人
の
こ
と
ば
は
、

そ
の
人
を
よ
く
表
わ
し
、
人
が
聞
い
て
も
わ
か
り
よ
い
。
い
つ
も
楽
し
い
話
し
あ
い
が
で

き
れ
ば
、
生
活
は
明
る
く
な
る
。
／
書
く
こ
と
は
、
こ
と
ば
の
生
活
を
ひ
き
し
め
て
ゆ
き
、

拡
充
発
展
へ
の
足
場
を
固
め
る
。
日
記
は
心
の
記
録
で
あ
り
、
手
紙
は
友
を
呼
ぶ
。」。
以

下
、
目
次
と
し
て
Ⅰ
「
こ
と
ば
は
生
活
の
た
め
に
ど
ん
な
に
だ
い
じ
で
あ
る
か
」、
Ⅱ
「
話

す
こ
と
へ
の
愛
」、
Ⅲ
「
書
く
こ
と
に
努
め
る
」、
Ⅳ
「
聞
く
こ
と
を
楽
し
む
」、
Ⅴ
「
好

ん
で
読
む
」、
Ⅵ
「
日
々
の
言
語
生
活
の
た
め
に
」
が
並
ん
で
い
る
。
ち
な
み
に
『
こ
と
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万葉集抄の本文について（二）

万
葉
集
抄
の
本
文
に
つ
い
て
（
二
）
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一
　
は
じ
め
に

　
現
存
最
古
の
万
葉
集
注
釈
書
と
し
て
知
ら
れ
る
『
万
葉
集
抄
』
は
、
万
葉
歌
百
六
十
八
首

を
抄
出
し
、
注
釈
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
宮
内
庁
書
陵
部
が
所
蔵
す
る
『
万
葉
集
抄
』
の
写
本
に
つ
い
て
は
、
佐
佐
木
信
綱
に
よ
り

「
秘
府
本
万
葉
集
抄
」
の
名
で
紹
介
さ
れ
た
（『
万
葉
集
叢
書
』
第
九
輯
）
が
、
近
年
、
そ
の

親
本
に
あ
た
る
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
の
『
万
葉
集
抄
』
に
つ
い
て
も
影
印
本
が
上
梓
さ
れ

た
。
こ
の
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
の
『
万
葉
集
抄
』
と
書
陵
部
蔵
本
を
比
較
す
る
と
、
書
陵

部
蔵
本
は
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
を
忠
実
に
書
写
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
る

（
１
）。

　
万
葉
集
の
写
本
に
は
、
鎌
倉
中
期
の
僧
仙
覚
に
よ
る
校
訂
の
影
響
を
受
け
た
「
仙
覚
本
」

あ
る
い
は
「
新
点
本
」
と
い
わ
れ
る
も
の
と
、
そ
れ
以
前
の
「
非
仙
覚
本
」
つ
ま
り
は
「
古

点
本
」「
次
点
本
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
、『
万
葉
集
抄
』
の
手
沢
本
と
し
て
は
、
そ
の

成
立
時
期
か
ら
当
然
非
仙
覚
本
の
も
の
が
想
定
さ
れ
る
。

　
前
稿
で
は
、『
万
葉
集
抄
』
所
収
の
万
葉
歌
に
つ
い
て
、
巻
一
か
ら
巻
五
ま
で
の
本
文
を

調
査
し
、
非
仙
覚
本
の
う
ち
で
も
元
暦
校
本
よ
り
は
類
聚
古
集
、
ま
た
広
瀬
本
や
伝
冷
泉
為

頼
筆
本
な
ど
と
一
致
す
る
こ
と
が
多
く
、
現
存
し
な
い
冷
泉
本
系
の
万
葉
集
の
本
文
を
参
照

し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、ま
た
、他
の
万
葉
集
の
写
本
と
同
様
に
訓
に
合
わ
せ
た
「
意

改
」
と
考
え
ら
れ
る
独
立
異
文
の
例
な
ど
が
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た

（
２
）。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
引
き
続
き
万
葉
集
巻
六
か
ら
巻
九
ま
で
の
歌
に
つ
い
て
、『
万
葉

集
抄
』
の
本
文
を
検
討
し
、『
万
葉
集
抄
』
が
引
用
し
た
万
葉
集
の
本
文
に
つ
い
て
さ
ら
に

考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
用
例
の
最
初
に
掲
げ
る
『
万
葉
集
抄
』
の
本
文
に
つ
い
て
は
、

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
に
拠
る
が
、
判
読
の
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
は
書
陵
部
蔵
本
を
参

照
し
た
。
ま
た
万
葉
集
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
校
本
万
葉
集
そ
の
他
複
製
本
に
よ
り
本
文
を

確
認
し
た

（
３
）。

　
　
　
　
　
二
　
藍
紙
本
万
葉
集
と
の
比
較

　
藍
紙
本（
略
号「
藍
」）は
、平
安
時
代
後
期
に
書
写
さ
れ
た
薄
藍
色
漉
紙
の
巻
子
本
で
あ
る
。

現
存
す
る
の
は
巻
九
の
大
部
分
と
、
巻
一
・
十
・
十
八
の
断
簡
で
、
筆
写
者
は
藤
原
伊
房
あ
る


